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北海道生活文化闘の研究(線括報告)

一一一地域の類型化一一一

籍 111 京

この研究は北海滋科学技術研究助成金の昭和27年度要望課題に対するもので，鈴木栄太良r~教授が受託代

表者になり，次のようなこ商から研究を行うことになったその一つで‘ある。 UIlち一つは鈴木栄太郎，関清

秀両氏の手で行はれたもので，他の一つは城戸幡太郎，留岡縮努，館山京，菊野E隆，佐々木隆介，是永

純弘， 高山武志7氏の手で行はれた。 この報告はその第2班の研究の結果で， 総括報告を館山が， 別冊

を菊野・佐ん木・是永・高山が執筆した。

fお研究の方法については，域戸幡太郎・伊藤俊夫・鈴木栄太郎3氏の検討援助を受けた。また資料の提

供と稚内市の調査には，総合開発委員会事務局の域戸崎・JfI田両氏の援助を受けた。記して感謝の意を表

しておきたし、。

1.開題
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「生活」が地域によって，その構造も，その実質も違っているということは，何人にも異論のな

いはっきりしに事実である。ところが，それはどう違っているか， さらにそれはどれ記け違ってい

るかとU、う問題になると，全く不明のうちにわる。

しかし，この地域による差-異の問題は，決して新しい問題ではなく既に古くからあった問題であ

った。初jのソシアル・ダンピング論の論拠のーっとして出て来Tこ生活水準の国際比較の問題は本質

的にはこの問題につながるものと考えてよいであろうし， ますこ，戦後にやかましくなった賃金の地

域差の問題も，戦前半くからあったものである。それにもかかわらず，それは未だ僻明の端緒にす

らついていないといってよU、。

殊に戦後には，地域によって物資の流通状態が非常に凸凹であつずこので，生活の苦しさが地域に

よって実質的にも感覚的にも非常に違っていすこから， この問題はにわかに社会的な関心のまとにな

った。とりわけで「全国各地に亘って手広く事業そ営んでおる大企業及びそこの労働組合が当面し

て，最も解決に苦しんでいる難問題の一つJ(米沢氏箸「賃金地域差の決め方」故末広厳太郎博士

序文から引用) となったので「地域による必要生計費の差異に比例して賃金額に差等在つけJ(前

掲序文)いわゆる賃金の地域差を推算する試みが，各方I酎で行われずこ。ますこ，そのずこめの資料とし

て，物価の地域差の算出一一例えば総理府統計局の消費者物価地域差指数が行われずこ。ところで，

戦後すでに数年金へて，ょうやく，経済事情が安定してきでみると，この地域差は単に地域による

消費者物価の差だけからくるものではなくて， もっと本質的な構造的な差異に根ざすものだれ、う

ことがわかりだしてきすこ。例えば都市では容易に利用することのできる映画館・図書館・運動場の

ような教養娯楽施設・学校とその他の教育施設・病院産院薬局等の医療施設等，いわゆる公的サー

ぜスが農漁村では皆無れ、ってよい地域がある。このような点だけからも生活の地域差が生じてく
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るすごろう。殊に，生活保護法によって国が，一定の基準によって生活困窮者を保護するような場合

に，このような構造的な差異や考慮しないでは，公平な扶助を行うことが出来ないと考えられはじ

めた。そして，いわゆる，生活保護基準の地域差に関する推算が行われた。このように生活のいわ

ゆる地域差の問題はその時に起伏在もちながらも，絶えず当面の難解な問題であったのである。か

っ，今日地方自治が民主生活の基本的秩序として要請され，地方の文化・地域性の隼重がやかまし

くいわれてきたためにー唐，生活の地域性・地域的特殊性というものが，前述に例示したような具

体問題と結びついてクローズ・アップされてきたのである。いまこの要望課題が生活文化闘と表現

しているものも実はこのような地域性の問題なのである。

とりわけて，北海道は土地が広いにも拘らず，交通路の発達がおくれているので，あらゆる点で

地域的差異が大きいといわれている。

第ーに北福道全体が，本州その他各地に対ーしτ特殊性をもっτおり，第二にはその北海道の中
で，太平洋岸とォーツク海岸と日本海岸では全く違っている。

然ゐに，他方で，戦後，北海道の未開発資源や開発して，日本におりる計画経済の一環として再

編成しようという要請が高くなり，これが，所謂，北海道総合開発仙、う掛声の下に押し進められ

ることになって来たのであゐ。そして，これに伴う当然の問題として，北海道の教育計画と社会保

障計画が日程に上って来fニ。ところが，このような国の計画化が進められてゆくに当つては，地域

の凸凹が非常に問題になってくる。その地域の凸凹をなおした上で， 一様の計画を実施してゆく

か，その凸凹にあうような凹凸な計画を行って結果として一定の水準在確保するか，いずれにせ

よ，地域の特殊性が問題になる。地域において，その地域に埋淡した経済や教育の政策が行われて

いる限りでは，地域の特殊~I:生は問題の表商に浮ひ'上つては来ない。

いま，ここでわれわれが課題とする生活文化圏といわれるものは，このような特殊性やもった地

域のことに他ならない。

2. 方 法 (1)

生活の構造は，簡単にh、えば生活主体と，生活環境要因の組み合せによって形成されるものであ

るから(拙者「国民生活の構造」昭和19年，中鉢正美氏「家庭生活の構造J昭和24年)， 地域によ

る構造の差異は，地域によって生活主体が相違し，生活環境要因が違っていることによる筈である。

例えば漁民の集っている漁村地帯及び農民の農村地帯の生活構造・工場労働者の工場都市のそれ

は，それぞれ生活主体が異っているという点記けでも違ってくゐ。

こうしてあらゆる点で違っているこつの生活を比較してみるのであるから，それが容易でないこ

とは当然であるfごろう。生計費調査は，こうした生活の笑態をそのままに映しとることの出来ゐ方

法だとして用いられており，物価による差異暑なくすために，生計調査から品物とその量そ算出す

れば，ー唐良くその実態、をみることができる。そうして二つの生活を比較してみると，それがあま

りにも違っていることに驚くほどである。食物の内容も，被肢も住居も，すべてが異ってU、る。

一体，比較ということは何かの基準となるべきものではなくして，相対的なものであり歴史的な

ものである。
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例えば都市における工場労働者の生活を他の同じ工場労働者の生活に比べるということは可能で

あるTごろう。何故なら，この場合に基準となるべきもの，例えば，都市の工場労働者の最低生活と

いうようなものが考えられるからである。また同じように農村における農民のそれを，他の農民の

生活と比べることも可能であろう。しかし一般に生活の地域差とU、われているのは，都市における

工場労働者の生活b農村におUゐ農民の生活との比較なのである。すなわち，比較には多くの要因

の中，一つだけが違っていて，他はすべて同じであるというような場合には最も簡単であって，同

じである要悶が漸弐に少くなり，違っているものが多くなるに伴って困難になってゆく。そして，

その違っている要因がある限度以上に多くなると， もはや比較が不可能になるとU、ぅ限界が存して

いる。したがって， ここでの場合のように，生活構造是形成している要国が複雑で多数であるばか

り'か，そのすべてが違っているのであっては，すでに比較が不可能なのではないか。

ところで，生活の地域差，あるいは地域的特殊性といわれているものは，都市の工場労働者の生

活概査と農村の農民のそれそ具体的に直接比較するということが目的であるのではなくて，例え

ば近似した生活構造をもった工場労働者が集って生活していゐ都市の特定地域をかりに工場労働者

地域と称すると，こうした地域はどこどこにあるか，逆にU、えばある地域は工場労働者地域にがい

当する地域であるか否か，また，地方では純農地域はどこかーーすなわち地域の類型化を行って，

ついで，工場労働者地域と純農地域の差を明にし，計量するために，前者の地域の工場労働者の生

4 活構造と後者の地域の農民のそれを比較するということにならなくてはならない。

Y 

すなわち，地域の類型化ぞ行って，その後に一つの地域と他の地域の生活J.e比較してみるという

のが順序である。しかも，先には表現の便宜から，工場労働者だけの集中した都市と農民だけの集

中しすこ農村とを対照させておいたが，実際にはむしろ，両者の混在した移行型が多いので，類型化

は結局その移行程度を唐別化するということになるfごろう。

しかるに，つぎに問題であるのは，類型化の対象となる地域をどうみるかという点である。例え

ば日本の中で各府県の区画で区分されたものを地域とみることもできるであろう。それは行政地域

とも称すべきものであろう。しかしこの府県別地域が，生活の地域と一致しているとは考えられな

い。例えば東京市部と横浜市部は府県別地域では異っているが，生活地域としてはどうであろう

か。まに同じ神奈川県であるからとて横浜市部と相模の中心部とそ同じ生活地域とみることはでき

ないであろう。したがって，、生活地域として類型化することのできるような地域ーーその地域は生

活の地域として，一つのまとまった単位とみることのできるような地域ーーをまず区分しておかな

べではならない。そして，このように区分された地域密類型化し， さらに類型化された地域と地域

の差や計量するという順序で問題は解釈れねばならない。

社会学でいう通婚閤・流通聞などの研究は，この地域密明らかにしようとするものといってよい

であろう。鈴木栄太郎教授はこの点についてつぎPのような方法を示唆された。 A市と B市があっ

て， この二つを結ぶ交通線(鉄道・通信綿・道路)J二にC・D・Eの3町があるとする。まずC町

で，貨物・通信・人間の交通量を調査してA市とB市のドずれに依存度が高いかをみて， A市依存

であっTことすれば，つぎにD町を調蜜する， D町もまた， A市依存であったとすれば，つぎにE町

在調査する。 E町では識にB市依存であったとすれば地域の境界練そD町とE町の聞にひいて，前

3 
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者はA市依存地域とし，後者はB市依存地域とするという方法である。

すなわち，二つの地域圏の接触点を求めていって，この点やつなげばその中に地域闘がかこみ上

げられるという考え方できわめて精斡な地理的方法であるといってよい。

繰り返していえば，生活の地域差の問題はeo生活の地域の区分，制その地域の類型化，付類型化
された地域聞の較差の言-十量， という 3段の作業を経なくてはならない難問Tごということである。そ

して鈴木教授が別に行はれた研究は仰の地域の区分設定の研究であって，われわれがここで行おう

としているのは悼の地域の類型化の研究に他ならない。

3. 方 法 (2)

われわれは北海道における生活の地域の類型化研筑を行うに当って，前述の点在者感しながら，

つぎのような方法をとってみた。

勿論この研究は仰の研究に次いで行われるべきものfごから仰の研究で区分された生活地域の類型

化を行うべきである。しかし研究が併行して行われなくてはならなかったのでわれわれは地域そ現

行の市町村としたのである。

(1)北海道会道について，生活に関する資料そ改めて求めるということは，時間と経費にきわめて

多くの制約を受りていゐ現状では不可能である。

(2)既に集められた公刊されている費料は，北海道では市町村に関するものが，最末端の地域単位

である。(北海道統計協会「北海道市町村勢要覧)J

(3)さらに，市町村の内部で，区または部落毎の資料暑求めるとすれば前項の資料をばらして，こ

れを部落ごとに集計しなおすことであるが， これもまた，経費の制約があってできない。

この三つの前提条例ーから昭和27年刊北海道市町村勢要覧によって，生活の地域とは必ずしも一致

しないと考えられるが市町村の区分を単位として作業そ開始した。

いま隣あった二つの村について，生活に関する要悶を調べてみて，その構造が全く近似していすこ

とすればこのこつの村を一つの生活地域にまとめることはできる7ごろう。

例えばつぎのシエ 7 図で笑線でかこん克二つの村はU、ず

れも農民10，商人6からなっていて，その構造は近似し

てU、るから， A村と B村ヰをまとめてーつの生活地域とみ

。。
しかし両方の村の部落をみると A村ではがa"は農民

4， a'"は農民2，商人2，a"仰，

う九。ところがB村の部落についても同じことカが4、U、える。
そこてで1:-(1) a仰と b""の地域一商人地域， (2) alJlと b川の

地域一宇農宇商地域 (3) a' a" b' b"の地域一農民地域の

三つにまとめることができる。そして，この場合の方が

前者よりもより正しU、地域区分であるとU、ってよい。

ム
崩
人

0
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それ故に，市町村別区分で作業を行うよりは部落区分で行う方がよりよいし， さらにもっと小区
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分で行えばより精密で正確なものとなるわけである。加えて， このうぢ訟でゆけば前項の仔)地域区分

納地域の類型化の二段の作業を併せて行うことになる。

われわれのこの作業は前述したような制約から市町村区分を利用して行ったのである。

つぎにこの方法では，生活構造身決定する主要な要悶について近似牲を求めてゆくのであるか

〉 ら，その目的に合致した費料.a求めなくてはならないo r市町村勢要覧」から得ることのできた要
項はつぎのようなものである。

イ

Y 

1. 主体的要因

(1)産業別人口構成 121世帯人口構成 [31性別K口構成凶年令別人口構成

2. 生活環境要因

(51土地構成 [61農作物収量間家者数 181材探木石数 191漁獲高凶)工業生産高岡鉱産高

間農家一戸当耕地日Y漁家規模凶工場規模岡鉱山規模随)道路路線問自動車諸車側教

員数制小中学校・高等学校捌ラジオ聴取者数凶無燈火戸数倒神社寺院等間劇場映画

館側医師数閥図書館側公民館開1人当税負担側公共事業費比率

3. 生活結果に関するもの

聞出生率側死産率 (31)死亡率 (32)人口増加 (33)農業人口 1人当収量 (34)漁業人口 1人当

漁獲高 (35)工業人口 1人当生産高 (36)鉱業人口 1人当生産高

しかし， もちろんこの36項の費料を同時にまとめて取扱うことはできたいので，それぞれに区

分して，まず作業を行って，地域類型図治作成しすこ。

4.研究結果

1. 産業別人口による類型

生活文化聞や形成している主体者が，その地域に居住する人間であろうことは，誰にも疑問のな

いところかと思われる。ところで，われわれがいま問題にしようとしている生活文化闘は個々の生

活する人口特有な闘とU、うのではなくて，それらの人口の地域における集団が形成する聞なのであ

ゐ。したがって，その人間集団の国有性を明らかにし，類型化することが，この圏の主体的要因そ

っかみ上げることに役立つ筈である。然るに人間集団の類型化.を行うにあたっては，多数の指標が

問題になる。例えば健康状態・智能・性格・教育程度・宗教・性・年令等々， しかし，生活文化と

りわけで生活の構造に対して大きな比重ーをもつものといえば，先づ職業であろう。職業が労働力消

費の場であり，従って所得源泉であり，それ故に生活構造の基本的な骨格を規定するだろうことは

撲をいれない。それTごからこそ，生活文化圏の固有性ぞ規定する主体的にして重要な要件であると

いって良いであろう。

われわれが北海道のさを市町村について，性兵の職業につき求め得る費料はこつあって，一つは産

業別人口であり，他が職業別人口である。

生活闘の国有性に闘はるという点では，両者ともそうである。しかし，まにこの商を色づけるの

は，産業別人口構成であって，職業別人口構成はその次に来る要件と考えられる。即ち，その文化

圏在形成するものが，農業人口であるか，工業人口であるかとhサ差異を明らかにし，ヨたに同じ工

ヲ
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業人口による生活文化闘について，管理的職越がどれ官けあるかということによる差異や考えると

いうのが順序であるだろう。

この点は産業分類と職業分類を対比してみてみれば，直ちに了解されることである。

それ故にわれわれはまず，産業別人口暑とりあげた。

各市町村別に，その産業別人口の総人口に対する百分率を計算してこれを衣のようなヒストグラ

ムに描いた。

サーピス業・公務・分類不能産業の人口はヒストグラムに描かなかった。これらはすべて市町村

に僅かづつあって，市町村の相互の特性を現していなかったので且つ後の作業の為にはヒストグラ

ムができる記け簡単である方が便宜記つfこからである。 fこだ，観光地等ではサーピス業が多くなっ

て，一つの特徴ゃなすが，観光地は他の商で明白になるから，その折にとり上げることにした。

街11路国厚場町 描き」二げたヒストグラムJ.e次の順序

。 10 20 30 40 50 60% に類型化したのである。

(1) ヒストグラムは全市町村ごと
農 業

に描いたから，15市，262町村，総計

林業及び狩猟業
277になる。この中から，全く同一

のヒストグラムのものを集めてみ

漁業及び水産養
ると，例えば渡島亀田村と石狩札幌催業

村，上川和寒村・上士別村・多寄村
鉱 業

各村と十勝大正枕宰知北龍村・雨

建築工業と製造 龍村と石狩新篠津村等は，全く近似
工業

卸売融及び小保売険業業と

したヒストグラムJ.e持っている。勿

金及ぴ 論，他には全く近似したものがな

運輸通信及びそ く，独自のヒストグラムの村もあっ
ω他公益業

すこ。

無業 このようにして，厳密に近似した

ものを選り分けて類型化すると97型

になった。

(21 00失に各人口の百分比が1%未満はヒストグラムの類型化に際してはその産業別人口がゼロ

とみに。各町村の平均人口は10，712名弱，市の平均は104，593名弱である。各町村では総人口が3

ーイ

、，白

万をこえるものは豊平町その他，僅かしかないから，大人口の町村でも，その1%は300名に過ぎ γ 

ないし.平均では11名に満fこないから，この程度のものは他の人口の聞に稀薄化して主体的要件と

なり得ないとみに。市の場合には考慮した。

こうしてみると，更に分類は整理された。

胸 叉すべての市町村治通じて，建設工業・製造工業・卸売小売業・金融保険業・運輸通信公益業

の若干はあるのであって，これがないというところはない。寧ろ僅かの工業・商業・運輸通信業は

生活の必須要件なのである。それ故に，その各人口構成が5%未満である場合の差は，有意の差と

6 
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みないことにした。

十勝御影村 十勝 JII酉材

。 10 20 30 40 50o~ O 10 20 30 40 ラ0%

例えば附図十勝御影村は∞1，十勝川西村はα>2であるが，その差は両村のヒストグラム身みる

と，工業・商業・運輸通信業の人口構成が僅かに違っているTごりである。しかし，それはU、ずれも

5%未満の僅かな差である。このような場合に001と∞2は同じだとみる。い L換えればこれらの

各産業人口が5%未満で存在するのは各市町村に一つの例外もないから‘それを共通のものとみる

のである。

このニつの条件(1)伸J.e入れて，更にヒストグラムを整理すると， 46型になる。

各市町村の産業別人口ヒストクeラムが， 277ナあって，これが，全く同じ形暑とるものを揃えて

みて， 46ナになるということは，予想外のことであって，北海道が，わが国ではなお後進未開発地

域であって，それだけ文化が進んでいないためであったかもしれない。

l31 つぎに， 46ナの類型暑さらに，人口構成の主要特徴で分類すると，つぎのようになった。

(11工業都市 A 

(21鉱山地域 56∞ 57∞， 

l31主鉱宇農 臼∞ 55ω，

{41農業地域 10ω4000， 3900， 42ω41∞ 4500， 8∞0， 6'α)0， 

{51水産地域 1300， 20∞ 3000， 

(6) 主農宇エ 8700， 8200， 81∞， 

(7)主農宇鉱 51∞ 52∞ 53∞ 59ω58∞， 

(81主農学 7k 11∞， 12∞ 36ω， 3500， 

(9)主農学林 44∞ 9000， 

7 
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水産的混在地

工業的混在地

農業的混在地

純農

宇

主水牛農地若干者1¥市化

主農宇林地若干都市化 91∞，

この18類型ぞ分類して図示したものが第1地図である。(巻末折込)

突にこの額型色系列的に整理すると，凡そ弐のようになるTごろう。

1600， 85ω84∞ 8600， 7000， 

B2 Bs 

B6 

凶)農業地域都市化

水産地域都市化引

目

川

崎

川

同

柏

市

叫

A

削
盟
，

M
U

附
u

k

u

F

h

u .. B4 

000， 

1400， 

34叩，

まt包胴

船) 3200， 15∞1700， 3100， 農71< 主

m 
(l8) 

(番号は前述の類型番号で

ある。)

人口構成発展のシエマ

告 As(14) 

AB くの一一 Alh(18)"- 、¥

AC -(ト四ミ¥ 〉，B〈13
AD  (7) -(!!@ __  Es (13)""-〆

…一回/ W 
CA:a (17) 

.... 

都市混合段階都市化段階

A:a'(IO) 

初段階

A (1り

Al (4) 農

地

業

一一 @ @
⑪
 

i引(!:::::;6釘:
鉱 IDl (ο2) 

重iI 
域 IDA  (3) 

域

0中のものは理論的にはあり得るが現実には存しない。

大きく分けると農業地域と水産業地域と鉱業地域，及ぴ都市になる

一つの開発計画によって，集中的に都市建設J.i:>行った場合

設

別lら，人口構成の類型は，

が，都市が初期に現れるということは， γ 

日本がかつて満洲大陸 C行った新京の建設)は別として，一般的には考えられないか

ら，初段階では，農・水産・鉱業の三つの地域が，未開発原野に現れてくるとみて良い。これには

(19IJえば，

農業系で6類型が，水産系に2類型，鉱山系に2類型があった。これが次いで，それぞれ，若干都

市化して来て，工業人口，商業人口，運輸交通人口，サーピス公務等の人口が増加してくる。(こ

の類型では，それらのいずれかが， 5%をこえたもの札都市化とみに。) 共いで，その傾向がー

唐強くなり，各種の産業人口が混在する段階に入り，最後に都市に進展すると考えられる。

8 



土地の構成による類型

つぎに土地の構成による類型を試みた。前述の要覧によると，

これを{1}耕作地一回・畑(2)林野地一山林・原野・

牧場(3)その他ー宅地・その他にまとめ，各々の語、面積に対する比栓求めて，

のようなグラフに揃いに。

1
 
1
 
1
 

北軍基道生活文化個。研究〈総括報告〉

2. 

土地は田・畑・宅地・山さらに，

林・原野・牧場・その他に区分されているので，

これを弐図 (P.112) 

グラフは勿論，全部で227個になる。￥ 
まず分類した。

これの中で，白)林lIl:持也の占める割合の最も多いのは，弐図の中央においた∞型のものであった。

これは(1)耕作地・ (3)その他が共に0-10%の間で， (2)林野地が， 90%'前後になってh泊。そこでこ“

の型金基本型 (00型)として (A)(1)耕作地は同様で， (3)その他が， 10%を超え， (2)はそれ記け減

じたもの (10型)(B) (1)耕作地は同様で(3)その他が20%会超え， (2)がそれだけ減じたもの (20型)

とすると， 00型，10型，20型，30型，40型，50型，60型となった。また逆に(3)その他は0-105杉であって，

(1)耕作地が次第に増えてゆくものを10%超えたもの01型，20%;;e超えたもの02型とすれば，それは01

型，02型，03型，04型，05型，06型となった。このように整理すると， 277個の全部は弐のようになる。

この277個のグラフ弘同一形とみられるものに，
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α)()(}1 40→ 30 30→ 欠

欠

300∞ 30→ 20 50→ 
型 (1) (2) (3) 
5ぢ % % 

イ。α治00 .40→ 20 40-→ 。ω001 50-→ 10 40→ 
。1 23456  7 8 9 0 。 234567890  

1 E s 

06 

個個

001 

-ー，ー・4

oz 0017 

。。

mJγ 
十1

100 

即ち， 36類型に分類できた。但し同一型は，それぞれ

0-10%， 10-20%というように区切っているから， そ

の間の差は省略して同ーとみなしである。

この36類型の中で(1)(2)(3)が丁度 3分の1宛になって

いるもの，即ち 0∞∞型が，混合地とみなし，さらに(2)

林野地の多いものを未開発地とみて(その最も大きいの

が∞型)， 整理すると弐のようになる。

(1) 未開発地 (M)00， 01，位， 10，20，∞0， 001，、

100， 0∞0 
(2) 未開発地工業化 (MK)30， 200 

(3) 未開発地学農宇工佑 (MKN)100.0.， 0001 

，... 

(4) 未開発地農業化 (MN)α)2， 30 

(5) 農業化地 (N)ω4，0003，∞6，∞5， 0∞5 

(61 農業地未開発地残 (Nm)05， 06， 04， 003，∞4，ωω 、「

(11 農業地工業化 (NK) 00001， 000.02 

(8) 宇農宇工地 (0)000∞1， 0∞∞o 

(9) 工業化地 (K)3∞o 

(10) 工業地未開発地残 (Km)2000.， 60， 50.， 40. 

日工業化地農業化 (Kn)3∞0.0. 

幽混合地 (Q)00.∞o 

10 
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即ち12類型に整理できる。

この12類型や系列的に整理してみると，凡そ弐のようになる。

土地開発進展のシエマ

未開発 第一次 第二次 第三次 都市化
￥ 段階段階段階段階段階都市

~ 

‘「

〈農業系) ./Mn一一一 Nm一一-N一一-NK-¥
、一、、

何襲、~ヱ系〉 M ---MKn--KNm一一 0一一~ Kn-:-::Q-:-J富市
=司~. ---ー.=----C工業系〉 句、\、、 MK .....，一一 Km-(Kn)-K，，"-::'-':---~ーー

前述の12類型で未開発地ヱ業化 (MK)は，未開発地がや Lエ業化しているもの，工業地未開発

地残 (Km)は工業化したが備，未開発地がいくらか残っているものであるから，進展の系路は

MK一Kmになる筈である。農業系のMn-Nm，学農宇ヱ系のMKn-KNmの関係も，同断で
ある。倫， KnのH1てくる位置は， 0の進展としても，叉工業地未開発地残 (Km)から，工業化
地 (K)へ移る聞にも現れると考えられる。叉農業化地，宇農牛工地，ヱ業化地が，混合地 (0)

や経ないで，都市，即ち，土地構成で{ll農事It-地(21林JIlt地が全く消失しfこ段階へ直接移行する場合が

たくさんある筈である。(袋末折込第2地図参照)

3. 人口構成並びに土地構成の組合せ

人口構成は前述のように，主体的要因の中，第1義的なものであり，土地構成は，生活環境要因

の中第1義的なものである。いい換えれば，人口構成と土地構成は，われわれが明らかにしようと

する生活文化閤，即ち地域の生活構造にとっては， もっとも自然的基礎的要因とみることができ

|片噌P賠炉伊地叩也

5A1|2:;|;;|f:l;:111:1:l::: 

2 -I 1 

れ |-l-;JJ-Jι;JJLIL二-
3:L l;i;:|::l::l:|:lJlJ::l: 
;読むJ;日三J二一-7「7~~l_~J:|:::l
i :L l-L i ~= I~. = 1 = ~ I ~ I =UL::l 

ij:l ll --------二L
都 p-i
司i '" 1 

6 
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る。

その意味で，まず第1地図と第2地図の組み合せを試みた。

人口構成の発展の系列と，土地構成進展の系列とからこの両者の組み合せは，前頁の表のように

なる。

ここで更に若干の省略を試みて，未開発地工業化 (MK) と工業地未開発地残 (Km)は両者は イ

いずれもヱ業化の進展段階とみて， まとめたのである。農業系，宇農宇工系も同じようにした。そ

して，前掲表必まとめると，次のようになる。

孟画三±里子|未開発地|股化地iL化問工化吐竺-I2壁| ヱ |都市化|都市
t-品ずに写日1- 引」ーとI~ー1_4-'-___-
7](農地 43

水産地都市化 6

鉱山地
鉱山地都市化

7 1ーーゴ一一つ 1I 2 I一一←一一一一一一一

混合地 6

都 司f 61  I 1 I 1 I - 1 - I - I 2 1 

これを，第3地図に示しずこ。(巻末折込)

更に，この類型払大きく分けると， (1)農業地帯， 12l水産地帯， 13l鉱山地， (4l1.昆合地， (5)工業都

市になる。

(1) 農業地帯には，農業地並びに農業地都市化の農業地宇農宇ヱ地までそ入れる。

121 水産地帯には，水産地並ひ・に水産地都市化の宇農宇工地まで入れる。

13l 鉱山地には，鉱山地並ひ自に鉱山地都市化の農地まで入れる。

14l 混合地には，混合地未開発地。

(5) 都市には，その他の全部が入る。

このように区分すると，この類型図表の上でみればきわめてはっきりしているが，農業地工化地，

水産地工化地，鉱山地ヱ化地，宇農宇工地等はいずれも工業化段階にあるものだから，それぞれから

区別して，工業化地域というものや，別にした方が，より正しいという者え方もなり立ってくる。

そのいずれが正しいかは，その地域について，少しく深い解明沿しないと決め難い。ここでは一

応，それぞれの地域に入れておくことにした。但しこれは地図上では示しておいた。

4. 作付面積による類別

ヨたに農耕地の作付面積やみfこ。

人口構成並ぴに土地構成によって農業地と類型化しすこものや，衣いで，畑作地・水岡地等に類型

化するには，色々な方法があるが，入手し得る費料では，要覧の作付面積，収穫高がある。作付面

積は，北海道のような広い地域では，十勝の畑作1町と，網走方面の畑作1町とは全然違うという

12 

い

下τ



作 付 面 積 ?と よ

O 2 可 4 ラ 6 7 B 9 。。1 2 3 4 ヲ 6 7 8 9 。。
l 

Aσ8C 〉

ぷ~
σ〉C 
A1 

AσBC〉2 Aσe〉C 

σ〉C 
As 

AくB6C〉2 A〈B6C〉

A〈B6C〉 A〈B6C〉

A〈B6C〉2 A〈B6C〉

A〈B6C〉2 A〈B6C〉

る 類 型

2 3 4 ラ 6 7 B 9 。 O 
Cく8B〉A 

σ〉
AaC 

(ラ〉
AoC 

〈ラ〉
A.C 

A〈B6a3C 

A〈B6C〉

(6) 
ABC 

A〈B6C〉

A〈B6C〉

(7) 
B4C 

(7) 
BaC 

2 3 4 予 6 7 8 9 O 

(2) 
Aa 

(2) 
A6 

(2) 
A. 

(ラ〉
AB3 

(3) 
AB 

。〉
AB 

〈ヨ〉
AB 

。〉
AB 

|〈4〉
B自



， 
h 

与

... 

北海道生活文化閣の研究〈総括報告〉 115 

のが常識である。同じ 1町であっても収量が違うし，収穫物の品種が違うから，土地の収益性もま

るで遺ってくゐからである。その点、では収穫高は，比較の価値が高い。しかし，要覧の収積量は，

品種によって単位が異っていて，集計が出来ないので換算の手聞を必要とした。

ここでは，作付商積を用いて， (1)水稲， (2陸稲・大麦・小麦・裸麦・ライ麦・燕麦・そば・いな

きぴ・その他穀類・大豆・小豆・その他豆類・じゃがいも， l3)柑架・亜種子・麻・はつか・除虫菊

に区分して，それぞれの和を求めて，総計に対する百分比を求め?と。そして(1)水田， (2)畑作， l3l特

産品とよぶことにした。

それぞれの作付面積の笑際他では，前述の理由で比較はできないが，同一村内の金作付面積に対

する百分比は，比較して良いo

t:..1::， 金休に対する百分比をとるにも，金収穫高に対する水間・畑作・特産品の収穫高の百分比

は，作付面積の百分比に}致しないし，叉これを金額にすれば，更に変ってくる。特産品の如き

は，守乍付商積の百分比では，最も小さいが，収穫高の金額では最も大である場合があるであろう。

しかし，ここで，生活構遣を規定するものは，いずれが大であるかは，にわかに決め難い。作付

商積による百分比は，その村の農業の労働の状態を現しているし，収穫高の百分比は生活水準に関

係があるであろうから，両方の商-a?みるのが，最も良いに違いない。収樺高は，要覧のものは品種

別に単位が違っていて前述(1){2:{3lの中に集計できないし，その金額会求めるためには再調査の他に

4 ないので，ここでは，作付面積の百分比によることにしすこ。

イ

227個の百分比図をひき，これ冶分類すると，衣の8類型になっfニ。(折込表参照〕

(1) 純畑，畑作地f:.けで水田も特産品もない。

(2) 畑作地水田付，畑作地が多くて，水田が少ないもので，氷固と畑作の聞に40%以上の差のあ

るもの。

l3l 宇畑宇7.1<岡地，これには卯畑作の方が多いが，その差は40%以下のものと肺水聞の方が多く

てその差は40%以下のものとがある。

l必水田地畑作付， 7K聞が大部分で，畑作がいくらかあり，その差は40%以上開いていb。

(5l 畑作・水聞は，特産品付，畑作地が多く水田との差が40%以上あり，その他に特産品が若干

ある。

(6) 宇畑宇水田特産品付，前述{3lと同じように，仰と肺の2種があり，そこにいずれも若干の特

産品がある。

{71 水田地畑作付，特産品付水田地が多く畑作との差は40%以上あって，その他に特産品が若干

ある。

{81 畑作・特産品付，畑作地で，その一部に特産品のあるもの。

但し議が40%以上と以下で切ったのは， (1)水田， (2:畑作， (3l特産品に分けたから，若しすべてが

同じように作付されていれば33%宛になるから，凡そ40%-a?一つの標準にしたのであって，寧ろ，

百分比図の形で分けてゆくと，このように区分できたのである。

8類型にしずニがって分類したのが第4地図である。(巻末折込)術，作付閥横は昭和25年の分類

であるから，第4地図は25年のものになる。

13 
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更に，農村の家事飼育状況をみるために，要覧の家畜家禽飼養戸数及ひー頭数ぞみずニ。この中で，

馬と牛の頭数の和と， この和在同一市町村の農家一戸当平均頭数とを計算しナこ。

その後，牛馬術l養顕数の度数分布をとってみると，その分'1¥1は非常に歪んでいて，いい換えれ

ば，飼育状態が偏在していること是示している。そこで，各l養頭数の金道平均之をみると， 1231頭に

なり，農家一戸当頭数は， 1.4顕になるので，まずこのこつの平均点を超えている市町村を拾う

と，第5地図(傘末折込)の横線ハッチの地域になる。更に，この中で平均頭数の二倍，即ち2462

顕在超えるものを拾うと，縦線ハッチで示しすこような地域になる。

5. 漁業状況による類型

漁村の形態の類型には，第一，漁業方法による分類，沿岸漁業，内地沖合，遠洋漁業というよう

な区分があり，第二，fAl"績による区分があり，第三には漁獲高による区分もある。

要覧の費料によると，第}の類型の手がかりになるものとしては，漁業経営体と漁船に関する調

査があり，第二，第三のためには魚類，貝類，藻類その他の分類による漁獲高の調査がある記けで

しすこがって，第二と第三の点について明らカ、にすたるめには，要覧では不充分で， どうしても各地

について再調査の必要がある。北海道の漁村では，ーつの漁村で年閣を通じて色々の魚種の漁獲が

あるというような地域は極めて少なし寧ろ，いか漁場，一鯨漁場，ほっけ漁場， tこらば蟹漁場とい

うように，魚、種が固定化し，それによる生活t都置の特異性があると考えられている。これまでに行

4 

ヨ同

われfニ特定の漁村に対する精密調査の結果は，それ身裏書している。それ記けに，この点治不明の ふ

まLにして，他の費料f三けで類型化を行うのは，万全ではない。しかし， ここでは，一応，第一の

観点にたって，漁舶総数とこれに対する有動力舶の割合 5屯以上の大型無動力舶の割合の三つの

費料を整理することにした。

情，北海道では，内水面漁業が全くないのではなく，阿寒村のように内水田i漁業記けの村もある

が，いずれも，極めて徴々ナこるもので，その村の生活構造の要因としては省略して差支えない程の

ものであるから， ここでは海閥漁業に限ることにした。

海両漁業村について全道平均身求めると漁船数 621 隻，動力自1~13.9%， 5屯以上無動力船6.1%

になる。

そこで，この三つの平均点を指標として，各市町村をみると，衣の8類型のいずれかになる。

T百!t扇薮苓歪平}6Jr杭~T:元福五百rr写-i[~IE煽!日
|を ζ ゆるもの |合が平均超 |艇の割合平均趨

① +  + + 
① +  + 
① +  

①+  

①+  

@ 

+ 

+ 
+ 

即ち①類型は，漁船の数でも，有動力

船化，大期化の割合でも，金道平均-a'超

えているもので， @@④は有動力舶の割

合が多くなっているから，所謂，動力舶

化漁村であり，⑥⑥は， 5屯以上無動力

舶の多い漁村になり，⑦は漁品15数は多い

が小型船であり，⑧はいずれの点でも乎

均以下のものである。したがって大きく

分けると，①⑧⑧④の動力船化村と，⑤⑥の大型船化村と，⑦⑧の零細漁村になる。

以上の8類型で分類したものが，第6地図である。(巻末折込)

14 
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6. 工業状況による類型

工業地域の内訳は，工業分類別の工場数と生産額が示しであるから，この生産額の百分比Eスト

グラム必描いて，類型化することにした。

与 しかし，北海道では工業地域はきわめて少なしかっ，市町村区分では，その中における工業生

産はー，ニの工業に限っている状態なので，簡単じ工業生産の大なるものから拾ってみると，ヨえの

ようになった。

(1) 化学工業石油石提製品工業

(2) 機械工業

1 

2 

4 

(3) 金属工業

(4¥食料品工業，その他

(5)食料品工業，土石工業

(6) 食料品工業，化学工業

間食料品工業，家具建具製造業

(8¥ 食料品工業，製材及ぴ木製品製造業

(9) 食料品工業，製材業，化学工業

側食料品工業

回製材製木品業，ガラス工業

問製紙工業

唱

i

a

ι

Z

4

1

H

4

4

1

n

3

4

1

口
6

0

4

4

i

4

a

ム

4

E

-

-

間製材及び木製品工業 1 

これでも判るように，その大調ゅは食料品工業を主とするもので，重化学工業が主たるものは(1)

(2;(3)聞だけしかなU、。

これ々分類し図示しすこものが第7地図である。(傘末折込〕

5. 綿 括圃

も

第3図，人口構成と土地構成の組合せ図色 さらに簡単にするために， (1)農業地域， (2)水産地域

(3)鉱山地域.(引混合地.(刷工業都市の5類型に整理すると，第8地図になる oC巻未折込)
この各地域にその各地域の細カ、い類型そ入れてみる。

まず， (1)農業地域については，第 4地図の作付商積による類型図から，各農村の識別~入れた。

すこだ8類型の全部を入れずこのでは，はん雑であるから，純畑作，畑作水田付，畑作水田付特産，畑

作特産付の4類型をまとめて畑作村とし，牟畑正ド7k回，宇畑宇水田特産付の2類型を牛畑宇7k回村・

とし，水田畑作付，水田畑作付特産付の2類型を水田村として示しずこ。更に，第5地図の家者飼育

頭数による類型図から，金道平均の2借金超ゆる村右?とって， これ守主主義村として示した。まずこ，

林業人口が10%~こゆる村を林産村として示しすこ。

(2¥水産地域については，その海岸棋に8類型を示しfこ。

(3)鉱山地域は，鉱山地域として記号で示しずこ。

l41混合地は，その漁業類型，工業類型を示しておいた。

15 
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(51工業都市は第7地図，工業状況による類型によって，機械金属工業地，食料品その他，ガラス

製紙工業の3区分を示じた。

この総括図から更に細u、各地域の類型をみようとすhば，第4.5.6・7地図を照合すれば良い。

なお，図中に示しすこ工業化村は，農業地工化地，水産地工化地，鉱山工化地，正ド農宇ヱ地であ

る。いずれも農業地域，水産地域，鉱山地ではあるが，工業化段階にあるものである。

有11 記

以上の類型で扱っすこ要因は，前節で述ベナこ要因の中， もっとも基礎になるもののみで，生産規

模，道路その他の社会施設，文化的要素に対しτは，ふれることができず，叉，生活結果に関する

要因による類型は扱わなかった。これは，次の機会に譲ることにして，ここでは第8地図の総括図

~，一応の地域の生活構造の基礎類型としておくことにしすこい。

更に，以上のような類'!fiH['，;o¥その実態に合致しすこか否カ、を確かめておく意味で，それぞれの地

域から，ヨたの市町村を選んで，実態調一夜を行った。その結果は別冊の通りである。

(1) 札幌市

(21 十勝芽室町

(3) 釧路国標茶町

凶上川永山村

(51 留繭増毛町

(6) 夕張市

(7) 臼高静内町

(91 稚内市

開表解説

次の附表 (P.I21 ~127) は，第 1 地図乃至第 8地図〈巻末折込〉に図示したものを市支庁別に明示したも

のである。

附表第 1欄ー第 1地図

(1) 工業都市 E 

(2) 鉱山地域 Dl 

(3)主鉱半農 DA 

(4)農業地域 Al 

(日水産地域 Cl 

(6)主農半工 AE 

げ)主農半鉱 AD 

(8)主農半 7.k AC 

(9) 主農半林 AB 

側農業担蹴都市化 A2 

脚水産地域都市化 C2 

回水産的混在地 Cs 

日3)工業的混在地 E3 

凶農業的混在地 As 

岡純 幾 主也 A 

0.6)主 l.k半農 CA 
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問主水半農地都市化 CA2 

間主農半林地都市化 ABI 

附表第2欄ー第2地図

{到来開発地 M 

v 回) 未開発封江業化 MK  

(3)未開発地半農半工化 MKN 

(4)未開発地農業化 MN  

(日農業化地 N 

(6)農業地未開発地残 Nm 

t71 農業地工業化 NK 

(81半農半工地 O 

(9)工業化地 K 

聞工業地未開発地蔵 Km 

間工業化地農業祐 Kn ， 
回混 dロL 地 Q 

附表第3欄ー第3地図

{11農業地未開発地〈未開農村〉 AM  

AIM 

ABM 

ACM 

4 ADM 

AEM 

(2) 農業地農イt地〈農化農村〉 Amn ANm 

AIMn AINm 

ADMn ADNm 

AEMn AENm 

(3)農業地半農半工11J:l'也〈半農半工農村〉 AMKN 

(必農業地工化地(工化農村〉 AMK 

AIMK AIKm 

AEMK 

(扮農業地農〈農村〉 AN 

ADN 

{61農業地半農半工〈半農半工村〉 AEO 

げ)農業地都市化〈都市化農村〉 ANK 

AINK 

AENK 

AEQ 
4、

(81未開発地農業地都市化(未開農村都市化〉 A2M 

AB2M 

(9) 半農半工化地農業持路E市化〈半農半工農村都市化)A2MKN 

切)水産地未開発地〈未開漁村〉 CIM 

CAM 

価水産地差是化地仁農化漁村〉 CAMn 

間水産地工化地〈工化漁村〉 CIMK 

。3)半農半工水産地都市化(半農半工漁村〉 C20 

幽水産地工〈工業漁村〉 CIK 

17 
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附表第4欄ー第4地図

(1)純 畑

(2) 畑作地7k回付

(3) 半畑半水問地

(4) 水問地半畑作付

(日畑作7k回付特産品付

(6) 半畑半水田特産品付

m 7k田地畑作イ寸特産品付
(8) 畑作特産品付

附表第F欄ー第5地図

(1) 飼養頭数全道平均1231頭を超え，且つ農家 l戸当平均1.4頭を超えるもの

(2) Aの中で平均の2倍2462頭を超えるもの

附表第6欄ー第6地図

漁船数
平以上

+ 
+ 

、.

h 

(1) 

A8 A6 A. 

AB2 AB 

B8 

A8C A7C A6C A5C A，C AsC 
ABJC ABC ABC2 

B.C B6C 

C8A 

A 

京

K

M

m

m

m

k

k

N

 

川

M

A

V山

M
m
M
M仰
訓

M

N

M

M

N

K

C

D

D

D

D

A

B

C

E

E

E

E

E

E

 

1
 
1
 
1
 

健

7k-，産地都市flJ(都市イt漁村〉

未開発地鉱山j也〈未開鉱山〉

岡

崎

120 

鉱山地工イ凶〈工化鉱山〉

鉱山地農〈農村鉱111)

未開発混合地(混合地〉

間

間

間

未開発地都市 C未開都市〉

農化地都市(農化都市〉

半農半主化都市〈半漫半工化都市〉

工化地都市〈工化都市〉

都市化都市〈都市〉

聞

問

問

問

凶

寸

tヤ

B 

問

問

問

凶

回

附

開

聞

雪屯以上無動力船の割合
平均以上

+ 

+ 

+ 
+ 

山

間

間

凶

回

附

m
陶

附

18 

有動力船の割合
平I以上

+ 
+ 
+ 
+ 

(1) 

(2) 

(3) 

性)

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

附表第7欄ー第7地図

l幻イ昨工業石油石炭製品工業

問機械工業

(3) 金属工業

(必食料品工業，その他

(5) 食料品工業，土石工業

(6) 食料品工業，化学工業

。)食料品工業，家具建具製造業

18) 食料品工業、製材及び木製品製造業

(9) 食料品工業，製材業，化学工業

+ 

+ 
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食料品工業 . 聞

製材製木品業，ガラス工業 側

製紙工業 幽

製材及び木製品工業 回)

第8欄ー第8地図各市町村別に具休的に明示した。

表

脚

凶

悶

悶

表

附附

括

8. 

総

食料品その他工業都市

食料品その他工業都市

4 食料品その他工業都市

4 食料品その他工業都市

2 機械金属工業都市

9 食料品その他工業都市

6 食料品その他工業都市

畑作村

ー鉱山地

半水田半畑村

主膏食料品その他工業都市

食料品その他工業都市

13 製紙工業都市

8 食料品その他工業混合地

鉱山地

F

、一

n-a

7

2

 
4 

8 

8 

6. 

漁業

2 

4 

7 

2 

4 

2 

4 

F 

ヲ.

家畜

A 

B 

A 

4. 

作付

C

C

心

。

B

4

4

4

ω

ω

£

凶

B

B

J
山

口

町

同

J

M

釦

A

B

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

C

A

 

3. 
第三回
邸主 6.. 
IIS r":'l 

EMKN 

EKn 

EM 

EM  

EM  

EMK 

ENK 

AEMn 

DIM 

AINm 

AENK 

EM  

EM  

CsM 

DIN 

2. 

土地

N
 
K

n

，

K

K

n

m

K

 

M

K

M

M

M

M

N

M

M

N

N

M

M

M

N

 

畑作付

ー半7k間半畑村

機械金属工業都市

ー半水田半畑村

半水田半畑村

畑作村

F 主畜食料品その他工業都市

食料品その他工業都市

ー主膏半7k回半畑村

畑作村

畑f仲I

2型水産村

半水間半畑村

畑作村

10 3 

• 
7 

2 

半71¥回半畑村

半7k回半畑村
半7k悶半畑村
鉱山地

ガラス製紙工業都市

ー鉱山地

畑作村

機械金隠工糸混合地

10 

10 

11 

2 

r
A
B
A
B
 

記

C

点

C

C

C

C

JW
口

町

ぷ

B

D町

4
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B

B

d

4
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4
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A

A

A

A
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A
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伽

M

Q

K
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M

K

N

E
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M

M
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M
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M

M
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C

M

M
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A
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A

A

A
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A
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A

A

A
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N

N

M

M

M

Q

N
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N
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19 

ABC 

ABC 

ABC 

ABC 

ABC 

Ao 
B，C 
B，C 

AMKn 

ADN 

ANK 

DIM 

ENm 

DIM 

ADM 

A.EO 

MKn 

N 

NK 

M 

Nm  

M 
M 

O 

町村名

札幌市

旭川市

小樽市

函館市

室蘭市

郵11 路市

帯広市

北見市

夕張市

岩見沢市

網走市

留萌市

苫小牧市 E

稚内市 Cs

美唄市 Dl

石狩支庁

ー札幌村 A

篠路村 A

琴似町 AE

手稲村 AD

豊平町 Al

広島村 Al

江別町 AE

石狩町 Al

当別町 A

新篠津村 Al

J享:回ヰす AC

浜益村 AC

怒庭村 Al

千歳町 Al

空知支庁

北村 A

栗沢村 AD

幌向村 A

三笠村 Dl

砂川町 E

土砂川町 Dl

奈井江村 AD

滝川町 AE

人口

B

1

1

 

B

E

E

E

E

B

E

A

D

A

A

E

 

与

v 

d 

4、
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2. 3. 4. 5. 6. 7. 8. 

町村名 人口 土地 第総三合回 作付 家畜漁業工業 総 括

江部乙村 A Nm  ANm B.C ー水田村

音江村 A M AM  ABC ー半7.1<四半畑村

歌志内町 Dl Km  DIKm As 10 鉱山地 叩4
芦別町 Dl M DIM ABC ー鉱山地

赤平町 Dl N DIN ABC ー鉱山地

由仁町 Al Nm  AINm A4C A ー畑作村

長沼村 A Nm  ANm ABC 目半7.1<回半畑

栗山町 AD Mn ADMn AsC 司畑作村

月形村 AD M ADM ABC 明半水閏半畑村

浦臼村 A N AN  ABC ー半7k図半畑村

新十津川村 A M AM  B.C - 7.1<田村

深川町 AE 0 AEO B6C 3 7.1<図工イ帥す 、.

妹背牛村 A N AN B6C - 7.1<回村

秩父別村 A N AN  B6C ー水田村

一己村 A MKn AMKn B.C 13 水田村

納内村 A Mn AMn B.C - *岡村

多度志村 AE M AEM ABC 10 半7.1<四半畑村

雨竜村 A M AM  B.C - 7.1<回村

北穂村 A M AM  B.C ー水岡村 ¥0... 

沼悶伺J AD M ADM ABC ー半水回半畑村

幌加内町 AD M ADM A.C ー畑併f

上川支庁

東鷹栖村 A Nm  ANm B6C 『水田村

鷹栖村 A M AM  B6C 7.1<岡村
a司

江丹別村 A M AM  ABC ー半水田半畑村

東旭川l村 Al Mn AIMn B6C - 7.1<閏村

神楽幸、l' Al M AIM ABC ー半水田半畑村

東神楽村 A N AN  ABC ー半水間半畑村

神居村 Al M AIM ABC ー半水回半畑村

永山村 A N AN  Bs - 7.1<田村

当麻村 Al M AIM ABC - 7.1<回ヰ寸

比布村 A Mn AMn B6C ー水田村

愛別村 Al M AIM B.C ー水田村

上川村 Al M AIM B6C ー水田村

東川村 A M AM  B.C ー水回村

美瑛町 Al M AIM A島C2 ー畑作村
.，..， 

上篤良野村 A Mn  AMn AsC ー畑作村

中富良野村 A Nm  ANm ABC 明半7k回半畑村

箆良野町 A M AM  AB2C ー半水田半畑村

山部村 AD M -ADM A6C ー畑作村

東山村 A M AM  A7C ー畑f討す
南富良野村 A1 M AIM A7C ー畑作村

占冠村 AB M ABM AsC ー林産村

和寒村 A E在 AM  ABC ー半水閏半制作

剣淵村 A Nm  ANm A5C2 ー畑作村

20 



町村名

混根別村 A

士別町 AE

上士別村 A

朝日村 AB

多寄村 A

風速村 Al

名寄町 AE

下 }II 村 Al

智恵文村 A

美深町 Al

常盤村 A，
中川村 Al

後志支庁

塩谷村 A1 M 

余市町 A，M 
大江町 A1 MK  

赤井川村 Al M 

古平町 Cs M 

美園町 CA M 

入嗣村 CA M 

余別村 CA M 

神恵内村 CA M 

泊村 A，M 
島野村山 M

岩内町 C，0 
前回村 A M 

発足村 Al
小沢材o AE 

倶知安町 A2
京極村 Al

喜茂別村 Al

留寿都村 A

真狩村 Al

狩太町 A

南尻別村 Al

磯谷村 Al

歌棄村 CA

熱郵村 A

黒松内村 A，
樽岸村 AC

寿都町 Cl

東島牧村 AC

西島牧村 CA

檎山支庁

江差町 C2

123 

括

8. 

総

ー畑併す

8 半水田半畑村

林産半水田半畑村

林産村

半水間半畑村

半水間半畑村

半水田半畑村

半水田半畑村

畑作村

畑作村

畑作都市化村

畑f悼す

北瀞道生活文化閣の研究〈総括報告〉

ー

諜

8 

6. 

漁業

5. 

家畜

A 

r

e

c

c

e

C

C

2

 

4

闘

記

B

B

4

B

B

B

B

同

門

駒

市

同

十

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

3. 
第三回
総合
OAM 

AENm 

AM  

ABM 

AM  

AIM 

AEM 

AIM 

AM  

AIM 

A2M 

AIM 

2. 

土地

m
 

M

N

M

M

M

 
M

M

M

M

M

M

M

 

人口
' 

， 

「一

畑作村

ー半水間半畑都市化村

半7.1<回半畑ヱイt対

ー畑作村

10 6型水産混合地

ー 8型水産村

- 8型謝意村

- 8型水産村

- 8型水産村

畑作村

4型水産都市化村

4型工化村

半水田半畑村

半水回半畑工イじ村

畑作村

畑併す

畑作村

畑作村

畑作村

畑作村

畑作工イt対

半水田半畑工化村

半水田半畑村

6型水産村

畑作村

畑作村

畑作村

ラ裂水産村

畑作村

8型水産村

10 

10 

8 

10 

6 

6 

4 

6 

6 

4 

4 

6 

A 

A 

C

C

C

C

C

C

C

2

2

C

C

 

d

d

B

F
仙

B

n仙
川
ル

B

叫

B

B

B

B

凶

4

J山
叫
♂
山
市
ハ
ル

B

B

S

ハ
ル
叫
叫
|
ハ
ル
ハ
ル

A

C

A

A

A

A

A

A

凶

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

伍

A

A

M

M

M

M

K

M

K

K

M

M

M

M

 

M

M

M

M

M

A

A

A

A

M

M

仰
心

M

M

E

M

M

M

M

M

M

M

M

A

M

M

C

M

C

A

A

A

A

A

C

C

C

C

C

A

C

C

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

C

A

A

A

C

A

C

 

K

、

K

K

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

 

w 

，1... 

.1... 

4型水産都市化村4 
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1 

括

8. 

総

- 4型混合地

7.k岡村

司半水田半畑村

- 2型水産村

- 2型水産村

畑作村

- 4型水産付

2型水産村

畑作村

8型水産村

半7.k間半畑村

主音知i作村

7. 

工業

京

p
h

業

4

t
漁

2 

2 

4 

2 

I
 
I
 
l
 

5. 

家畜

A 

錨

4. 

作付

ABC 

B，C 
AB2C 

AB2 

As 

A6 

AsC 

A‘ 
A，C 
A7C2 

ABC 

A5C 

-
間
合

M

M

M

M

M

M

M

3
鮭
総

M

C

M

A

A

C

M

A

C

A

M

M

A

A

A

C

C

A

C

C

A

C

A

A

 

2. 

土地

M

M

M

M

M

M

M

M

M

 

M

M

M

 、.

A 

，~ 

明畑作村

10 畑作工化村

畑作村

畑作村

州f同サ
食用品その他工業都市

10 

10 

畑作村

- 8型水産村

- 8型水産村

ー 8型水産村

- 4型水産村

ー 7型水産村

半水回半畑作村

- 4型水産村

- 4型水藤村

半7.k間半畑村

- 7.k田村

半水田半畑村

畑作村

ー食料品その他工業地

- 7型水産村

- 2型水産村

- 4型水産村

司 7型出産村

4型水産村

4型水産村

3型肱産村

11型水産村

畑作村

主畜畑作村

畑作村

11 

10 

10 

4 

-

9

J

A

H

Z

A

1

 

10 

4 

4 

4 

4 

A 

:l2 

AoC， 
A7Cs 

A7C2 

A7C2 

A7C 

ABC 

A1Mn 

AEMK 

AIM 

A2MKn 

AIM 

E1¥1 

Mn 

MK  

1¥1 

MKn 

M 

M 

町村名

上ノ国村 A3

泊村 AC

j享沢部村 Al

乙甜iキす CA

熊石村 CA

貝塚澗村 AC

久遠村 Cl

奥尻村 CA

太檎村 AC

瀬棚町 CA

東瀬棚村 Al

今金制JA1

渡島支庁

大島村 AC

小島村 CA

松前倒I Cl 

大沢村 CA

吉岡村 Cl

福島町 CA

知内村 AC

木古内町 CA

茂別村 CA

上磯町 AE

大野村 A

七飯村 Al

亀田村 A

銭亀沢村 CA

戸井村 CA

尻岸内村 CA

椴法華村山

尾札部村 Cl

臼尻村 Cl

鹿部村 Cl

砂原村 CA

森町 CA

落部村 AC

八雲町 AE

長万部町 AC

胆振支庁

伊達町 Al

壮瞥村 AE

洞爺村 Al

虻田町 A2

量消防T Al 
l協1.lU村 E

人口
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4 

4 

マ
E

7

6

q

，b

4 

4 

7 

7 

4 

ヨ

B 

A 

B 

ハル

8

8

B

品

h

e

B

n
ル

郎

記

叫

凶

叫

叫

叫

出

A

A

凶

A

山

A

A

A

A

A

B

A

A

A

山

山

山

山

印

刷

じ

ん

A

A

A

m

n

;

 

M

M

M

M

M

M

M

M

K

M

M

M

R

M

M

M

M

M

 

C

A

M

A

M

A

C

A

A

B

M

M

M

A

A

A

M

M

M

M

A

A

C

E

C

 

A

C

C

C

C

C

A

C

C

A

A

A

A

C

C

C

C

C

C

C

C

C

A

A

A

 

M

M

M

M

 

m
 
k

n

K

 

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

 



町村名

白老村 CA

安平村 A2

厚真村 Al

鵡川村 Al

穂別村 AD

大滝村 AE

日高支庁

日高村 AB M 

平桜村 A1 M 

門別村 Al M 

新冠村 A1 M 

静内町 CA2 M 

三石村 AC M 

萩伏村 AC M 

浦河町 AC M 

様似村 CA2M 

幌泉村 Cl M 

十勝支庁

大正村 A

川西村 A

芽室町 A

御影村 A

潜水町 Al

新得町 A2

鹿追町 Al

士幌村 A

上士幌村 Al

音更村 A

幕別町 Al

池回町 Al

陸別村 AB

本別町 Al

足寄村 AB

西足寄村 AB

豊頃村 Al

浦幌村 AD

大津村 AC

広尾町 AC

大樹村 AC

中札内村 Al

更別村 A

忠類村不明

釧路国交 11'

釧路村 DA

昆布森村 Cl
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5. 

工業 総

- 4型水商寸

ー半水回半畑村

羊水間半畑村

7.k田村

畑作村

畑f同寸

ム鯨
4

4 

ラ.

家畜

A

A

A

 

4. 

作付

AsC 

ABC 

ABC 

B.C 

AftC 

AsC 

3. 
第三回
総合

CAM 

A2M 

AIM 

AIM 

ADM 

AEM 

2. 

土地

M

M

M

M

M

M

 

人口

「戸

林産村

畑作村

主畜半水田半畑作

ー 畑千悼す

4型水産都市化村

半水田半畑村

畑作村

畑作場寸

4型水産村

8型水産村

4 

4 

4 

4 

4 

A

B

A

A

A

 

A 

A6C 

A.C 

AB2C 

AsC 

AsC 

ABC 

AdC 

A.C 

AftC 

CsA 

ABM 

AIM 

AIM 

AIM 

CA2M 

ACM 

ACM 

ACM 

CA2M 

CIM 

.. 

ー畑作村

主畜畑作村

ー主畜畑4悼す
畑作村

主畜畑れ同す

畑作村都市化

ー主音畑t梓す
主畜畑作村

武田4悼す
主畜畑f同す

主音畑作村

主音畑f同す

林産村

主音畑t悼す
林産村

林産村

主畜畑t悼す
主畜畑作村

司 畑十吋t

畑桝す

主著畑f悼す
畑f酎
畑作村

畑作村

3 

4 

6 

A

B

B

A

B

A

B

B

A

B

B

B

A

B

A

A

B

B

A

A

B

A

A

 

AsC 

AsC 

AsC 

AsC 

A7C 

A7C 

AsC 

A7C 

AsC 

A7C 

A7C2 

AftC 

A7C2 

A7C2 

AsC 

A7C 

A7C2 

AsC 

CsA 

AsC 

CsA 

CsA 

AsC 

団

n

n

n

n

m

M

M

M

M

M

M

M

m

u

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

M

m

M

B

M

B

B

M

D

C

C

C

M

N

 

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

M

 

m

n

n

n

n

m

 

酌

M

M

M

M

M

M

M

M

M

N

M

M

M

M

m
 

M

M

M

M

M

M

M

N

M
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〆

ー鉱山地

- 4型7.k産都市化村4 
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CIM 

M 
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町村名

厚岸町 Cs

浜中村 CA

太田村 Al

標茶町 AE

弟子屈町 Al

阿寒村 DA

鶴居村 Al

白糠村 AD

音別村 DA

根室支庁

根室町 C2

和田村 CA

別海村 AC

歯舞村 CA

中標津村 Al

羅臼村 CA

標津村 AC

網走支庁

東藻琴村 A M 

女満別村 A Mn 

美幌町 Al M 

津別町 AE M 

斜星町 AC M 

上斜昼前I Al M 

小潜水村 A2 M 

端野 e 村 Al Mn 

訓子府村 Al M 

置戸村 AB2M 

相内村 Al M 

留辺楽町 Al

佐呂間村 AC

若佐村 Al

常呂村 AC

生田原村 Al

遠軽町 A2

丸瀬布村 Al

白滝村 Al

上湧別村 A

下湧別村 AC

紋別町向

上洛滑村 Al

渚滑村 AE

滝ノ上町 Al

興部村 Al

西興部村 AE

.. 

1 

8. 

総括

食料品その他工業混合地

- 7型主畜水産村

ー水田村

8 主音畑f悼す

7K田村

鉱山地

主畜水田村

畑作村

鉱山地

ー

諜

7

京

し

業

2

t

漁

4 

7 

1
 
1
 
1
 

5. 

家畜

A

B

A

B

A

A

B

A

A

 

値

4. 

作付

B8 

B8 

B8 

A7C2 

B8 

AsC 

Bs 

AsC 

A8C 

3. 
第三回
総合

CsM 

CAM 

A1M 

AEM 

A1M 

DAM 

A1M 

ADM 

DAM 

2. 

土地

M 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

M 

人口
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“ 

- 4型水産都市イ帥す

4型水産村

主畜畑作村

2裂水産村

主審畑作村

4型水産村

畑作村

4 

A

1

8

『‘

q'u

A 

B 

B 

C8A 

C8A 

C8A 

C8A 

C8A 

C8A 

C8A 

C2M 

CAM 

ACM 

CAM 

A1M 

CAM 

ACM 

M

M

M

M

 
M

M

M

 

A 

h喝

畑作村

畑作村

畑作村

畑併t

畑作村

畑作村

畑作村

畑作村

畑作村

林産村

畑作村

畑作村

畑作村

畑作村

畑作村

畑f討す

畑作村都市化

畑作村

畑作村

畑作村

主音畑作村

4型水産食料品その他工業混合地

畑作村

畑作村

畑作村

知i作村

畑作村

8 

10 

4 

8 

4 

3 

8 

4 

3 

3 

4 

A 

A

A

A

 

A

A

A

 

A 

A 

A 

A

B

A
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A7C2 

A7C 

A7C 

A7C 

A8C 

A7C2 

C8A 

A5C 

A6C 

A8C 

AsC 

A6C 

A7C 

A6C 

A8C 

A7C 

A5C 

A7C2 

A8C 

A5C 

A7C 

A8C 

A7C2 

A7C 

AoC 

A7C 

A8C 

M

M

n

一

M

M

M

M

M

M

M

M

E

C

M

M

M

M

B

M

M

C

M

C

M

M

山

M

M

M

C

M

M

E
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SUMMARY 

The pattern of the economic social structure of communities in Hokkaido 

by Takashi Kagoyama 

The present study_ on the pattern of the economic s∞ial structur~ of communities 
covers 277 cities， towns and villages in Hokkaido. 

Eight maps have been drawn up displaying the pattern of the economic social structure 

of each district based on the statistical data available to the writer. 

.‘ 

ー、
‘ 

In these maps .the 277 districts are classified a∞:ording to the following standards .， 
respectively 

1. Population by each industry 

2. Dδgree of land utilization 

3. Population by industry and degree of land utilization 

4. Area of land under cultivation 

5. Number of head of live-stock 

6. Number and l<inds of fishing-boats 

7. Industrial production 

Map No. 8 is an all-inclusive and general one. 

The appropriatene路 ofthe above-outlined method of classification has been ascertained 

by field research carried out in a f ew districts typical respectively of the agricuItural， 

industrial， mining or fishing areas in Hokkaido. 
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北海道地域社会類型図
第一関 産業別人口による類型
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北海道地域社会類型図
第二関 土地開稜iこiる類型
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北海道地域社会類型図
• 第三鴎 土地人口綜合箇
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北海道地域社会類型図
第四回 作付面積iこiる類型
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jお毎道地域社会類型図
第五鶴 家畜舗養教に主る類獲
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北海道地織社会類型図
建六輔 議業扶況にまる類型
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北海道地域社会類型図
第七圃 工業欣況に依る類型
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北海道地域社会類型図
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